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本日のお話

１．ファシリティ品質評価の考え方

２．品質評価の手順

３．品質評価の例 －トイレを題材に－

４．部会活動「合宿」の紹介

５．これからの品質評価項目
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ファシリティ品質評価の
考え方



評価結果を改善に結びつけることが大切
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評価の軸を決める

当部会では、「７つの評価軸」を
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品質評価のポイント

1. ファシリティのハード・ソフトを、客観・主観の両方の視点から評価する

2. できるだけ簡単に利用できるようにする

3. 継続的なデータが必要なものは、同じ項目で調査する

4. 評価項目や分析方法は、社会情勢や経営方針、評価の目的

（誰のため、何のため）などを考慮し、適切なものを選択する

5. 調査結果を調査対象者（協力者）と共有する
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品質評価の手順
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品質評価の例



調査票の開発プロセス

品質目標に
沿って評価
項目を作成

評価項目を
主観・客観に
分類

事前調査
調査票の
完成
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項目妥当性の調査票の例

評価項目としての妥当性

優先したい評価項目を
５つ選択

質
問

注：コロナ禍前の評価項目のため
現在は優先順位や重みづけが異なると
感じる項目があります。



項目１～２４に対する評価結果

１．適切な個数

１０．防犯性の確保

９．臭気対策

１９．多機能トイレ配慮

２．温水洗浄／暖房便座



項目25～32に対する回答



集計・考察

Aビル

Cビル

Bビル

３つのビルのトイレを比較した場合（評価項目１～１５）

総合得点の比較
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トイレは清潔です

か？

トイレの臭いが気

になりますか？

便器の数は充分で

すか？（待たずに

使えますか？）

洗面台の数は充分

ですか？（待たず

に使えますか？）

トイレブースへの出

入りや着座はしや

すいですか？…

トイレブース内の操

作性は良いです

か？（不便を感じ…

手洗いは使いやす

いですか？トイレ内で滑った

り、躓いたりする危

険がありますか？

廊下等から利用者

が見えにくい配慮

がされています…

防犯上の不安を感

じますか？

トイレの位置を示す

案内表示が分かり

やすいですか？…

トイレの使用方法

の説明が分かりや

すいですか？…

リラックスできる（落

ち着いた）内装や

色彩になってい…

顔色が分かりやす

い照明になってい

ますか？（身嗜…

来客利用にもふさ

わしいトイレだと思

いますか？
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集計・考察

３つのビルのトイレを比較した場合（評価項目１６～２２）

総合得点の比較

各項目の比較
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暖房便座

温水洗浄装置

トイレブースの中のカバ

ンやスマホなどを置く場

所

ハンドドライヤーまたは

ペーパータオル

手洗いの邪魔にならない

化粧や歯磨きを行えるス

ペース（男女とも）

着替え台（フィッティング

ボード、チェンジングボー

ド）

姿見の鏡(全身が写る鏡)
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集計・考察
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３つのビルのトイレを比較した場合（ファシリティマネジャーの評価）

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

衛生器具や仕上げ材が汚れにくく清掃しや

すい仕様になっているか？
改修しやすい仕様になっているか？(縦系統

においても同一プランで配管の改修に対…

耐久性のある材料・設備を使っているか？

（長期間使用できるか？）

改修しやすい仕様になっているか？（将来

のレイアウト変更や男女の間仕切り位置…

節水型機器が設置されているか？（水栓、

便器等）

メンテナンス性を高めるための自動洗浄型

便器が設置されているか？

人感センサー対応の照明器具が設置されて

いるか？

中水利用設備が設置されているか？

車いす利用者（介助なし）やオストメイト(人

工肛門や人工膀胱の保有者)が使える仕…
温水洗浄が付いているか？

暖房便座が付いているか？

緊急対応ブザーがついているトイレがある

か？

手洗いはセンサー式か？

扉に触れずに出入りできるか？（感染予防

の視点から：扉無し、自動扉など）

便座に感染予防の対策がされているか？

（除菌クリーナ・便座シートがある）

男女問わず入れる共用トイレがあるか？（ト

ランスジェンダーに配慮しているか）

トイレブースのドアに緊急救出用の対応がさ

れているか？…

VIP・来賓・来客等に配慮した専用トイレが

あるか？

総合得点の比較

各項目の比較
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４
部会活動

「合宿」の紹介



部会活動「合宿」について

当部会では、例年秋頃に有志による合宿を行っています。

主な目的

部会員が同じファシリティを体験して、意思疎通を図り、日頃の部会活動の議論を

活性化すること（当部会員は、東京のほか千葉や大阪、仙台、福島在住の部会員が

所属）

これまで、大阪、名古屋、福井、岐阜、宮城などで、オフィスビル、博物館、大学

施設、寺社仏閣、歴史的住宅建築、震災遺構、城跡などを一泊２日で訪問。

毎回、数々の学びがあり、部会員それぞれが、各専門分野やこれまでの経験を通し

た見方や考え方を部会内で共有している



2024年石巻・女川合宿の主旨・概要
2024年は、仙台に在住する2人の部会員の

案内で、石巻・女川を訪問した。

2017年に南三陸町や気仙沼など東日本大

震災の被災地を巡ったことがある。しかし

復興に向けてまだまだ大きな重機があちら

こちらでうごめいている状態であった。そ

れから７年が経過した被災地の様子を視察

するとともに、語り部の方々と交流して、

主に災害時の行動や備えなどソフト面を中

心にお話をうかがうことを目的とした。

11/9（土）午後 石巻市視察

• (1)日和山

• (2)みやぎ東日本大震災津波伝承館

• (3)震災遺構 門脇小学校

• (4)あたみ荘（宿泊先）

11/10（日）終日 女川町・石巻市視察

• (5)ホエールタウンおしか（石巻市）

• (6)女川町地域医療センター

• (7)震災遺構 旧女川町交番

• (8)女川駅

• (9)シーパルピア女川

• (10)震災遺構 大川小学校（石巻市）



主な学び・気づき
● 【津波避難と「行動」の差】

門脇小学校は日頃の訓練と「高台避難」によって多数が無事避難

一方、大川小学校では避難判断が遅れ、児童・教員多数が犠牲に

→ 「命を救うのは、場所ではなく“行動”である」 という語り部の言葉が印象的

● 【伝承施設の役割】

「みやぎ東日本大震災津波伝承館」などの施設は、被災の教訓と記憶を

「自分ごと化」するきっかけとなる

防災は「マニュアル」ではなく「生き延びるための行動」と再認識

● 【地域再建と施設】

女川町は駅舎や住宅地を高台へ移転し、復興まちづくりの好例に

「ホエールタウンおしか」などでは地域文化の再興と観光活用が見られた



所感・今後の展望
• 訓練は「行事」ではなく「命を守る行動訓練」であるべき

• 「助かった事例」「備えの実践」を学び合い、未来の命を守る行動に変えていく

• 「フェーズフリー（平時も有事も対応可能な設計思想）」の重要性

• 災害は必ず「想定外の形」でやってくる。伝承と備えの継続が不可欠

• 災害に学び、伝えることがファシリティマネジャーにも求められる

• 防災は行動力・判断力・日常的備えが命を左右する

• 合宿を通じて、FM分野でも「伝承・教育・施設の在り方」を再考すべきと再認識

津波で転倒した鉄筋コンクリート造建物

詳細はこちら
https://www.jfma.or.jp/research/scm11/pdf/REPORT/14_2024onagawaREPORT.pdf



５
これからの
品質評価項目



これからのキーワード

安全性・信頼性：未知の危機、長期的な対応、心理的安全性、説明責任

快適性・機能性：Well-beingへの配慮、情報、テレワークとオフィス環境

耐用性・保全性：多種多様な用途に応じられる（建物の付加価値）、個人の選択、

メンテナンスの容易性、継続性

環境保全性：設計に時間軸を実装、居抜き、温室効果ガス削減

社会性・品格性：人や環境にやさしい、社会に開く活動を通した資産評価、

組織のエンゲージメント評価、地球全体の利益の共有

多様性：みんなで答えをつくる「場」の提供、ＵＤが普通に

心理配慮性：ひととして求めるものが叶う、心理的安全性



品質評価手法研究部会の紹介

部会開催日（原則）：月１回 第２土曜日 14時~17時

リモート開催（Zoom）

部会メンバーは、東京やその近辺の市町村以外に、仙台、福島、大阪、香港など部会員の所
在地が離れているため、コロナ禍以前からオンラインを利用して会議を行っている。
 

本部会では、発言しやすい環境作りに努めている。本会議終了後には１時間程度、会議を離
れたフリートークの時間を設け部会員同士の親睦を図っている。
さらに、年に一度、一泊二日で「合宿」と称して全国のFM関連施設の視察を行うとともに、
部会員同士の親睦を図っている。

https://form.dr-seminar.jp/forms/mienct/kenkyubukai_01

一緒にファシリティの
品質について
考えましょう！！
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